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熱中症に注意しよう
○執中症とま〇熱中症とは-暑熱寛境の悪化によって生じる傷害の緋Q.-布嵐摘? 
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'熱射病(重度) 俘)�ﾈ孑闕8���･�郁�e9zh*ｨﾘ(*"��体温調節機能め破錠 

○熱中症の主な原因･ ･ ･外気温や湿度が高すぎて､汗の蒸発がしにくくなり､体温上

昇が続いて,脱水を起こす｡

疲れ･睡眠不足や日常のクーラーによる体温調節機能あ低下

熱中症は予防できる

積極的･定期 水分と塩分の補 と団とることが大勘(声声外に限らず)
直射日光の下で､長時間にわたる運動や作業は避ける

屋外では帽子をかぶる､また日光が後ろ首にあたらないようにエたす5

常に健康観察を行い､健康管理に留意

無理をさせない･しない･縫い鵬秘中

熱中症(軽度)の対処法

義:.'一E v;I…蒜蒜に壷姦する　　　　　　　　　///

首･脇の下･もものせけ根辺りに氷を置いたり､体表に水をかけて､体温を下げる

ツドリンク等で水分や塩分(電解質)の補給をして休ませる
Q億tteiよ

☆こんな時には救急車⑳
中等症‥･血圧低下･脱水による全身虚脱･全身けいれん･失神

重症･-高体温･意識障害(程度は様々卜多巌器不全

*回復した後も､様態が急変することがあるので､運動は中止し､保護者に経過を説明

して､できるだけ病院等に受診寸5 ｡凧
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見逃さないでーl二熟中症のサイン
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